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バレイショの生理生態学的研究

第 12報植付の深きと塊茎着生分布

吉田 稔

(北海道大学農学部農学科)

緒 宮雪
Eヨ

塊茎の着生分布は品種に固有な形質ともいえる

ストロンの発達に依存するが，栽植条件とくに栽

植密度とか植付の深さによって変動するものであ

る。そしてそれは植付と培土の方法、緑化塊茎の

発生ならびに収穫の方法などパレイショ栽培に

とって基本的なことと宮、接な関連がある。した

がって研究報告も古くから数多くみられる。

Kouwenhoven， J. K. (1970) 9)は植付の深さと畦の

大きさが塊茎若生分布に及ぼす影響について極的

て詳細な報告を行っている。その中で指摘されて

いるように，収穫期における種いもの深さは植付

時の深さとその後の培土の量との 2要因によって

左右されるもので，これまでの生育ならびに収量

に及ぼす影響の正反多様な結果はこの点について

の解析的研究の不足によるといえる。

塊茎の着生分布は畦の断面でみるとき，畦聞の

方向に長径をもっ椅円形を，また上方からみると

き畦の方向に長径をもっ惰円形をなし，その大き

さと型は畦の大きさによって規制される (Baily，

P. H. ，19571)， Hawkins， D. ，195r)， Kouwenhoven， 

J. K. .l96r)， '709)， Fischnich， O. F ら， 19624)， 

Svensson， B. ，1962'2¥Burton， W. G. ， 19663))。そ

して深植することによって紙化塊茎の発生を制限

し(Ivins，J. Dーら， 19586)， Kouwenhoven， J. K. ， 

19709) )，塊茎への疫病の伝播を防止する効果か、あ

る (Lacey，J. ，1966'0))。しかしながら培土が早過

ぎたり深過ぎるときはストロンの生長と塊茎の肥

大を抑制し (Svensson，B. ，1962口))，覆土がlOcm

をこえるときは，茎数ならびに塊茎数を減少し，

収量は有意に低下する(Ivins，J. Dら， 19637))。そ

してこれらの覆土量のμ響は主として地混，土壌

水分ならびに土質に基因することが論じられてい

る(Bodlaender，K. B. Aら， 19642)，Burton， W. G. 

，19663)， Ivins， ]. D.ら， 19637)， Svensson， B.，1962 

12) )。また最近，畦内の位置によって塊茎内の震糟

含有率を異にし，深い位置のものが表層に近いも

のに比較して高し植付期がおくれるほど高くな

1) ，小粒塊茎は大粒よリ高いことが見出されてい

る(Nelson，D. Cら， 197611))。これらの知見から，

たねL、もの深さを考察するときは，植付時の深さ

はもちろん，培土の時期と量についての検討を行

うとともに，土質， t也i且ならびに土壌水分などと

の関連を明確にしさらに着生した塊茎のデンプ

ン部積などの質的な追究をも行L¥ それらの情報

を統合諮理する必要のあることが理解される O 囲

内においては，このような塊茎着生分布からみた，

たねいもの位置に関する体系的研究がないまま，

tili付の深さは 5-6cm，仁!:I耕後開花始期の 1週間

前までに行う 1-2回の培土によって畦を作 1)上

げることが慣行となっている。この点で

Kouwenhoven， J. K. (19709))の報告にもみられる

ように，このような成果に基き，培土機および収

穫機の構造まで論及すると L、う研究態勢がのぞま

れる。

本研究では主幹2品種を供試し，標準耕種条件

下のj鬼茎着生分布を詳細にすることによって，合

埋的栽培技術の基礎資料をえることを第 lの目的

とし、植付の深さを異にする場合の生長解析を第

2の目的として試験し， 2， 3の知見をえたので

報告する。試験の遂行にあたり，二協力をいただ



L、た当農場作物第1部職員，渡辺春雄，宮本孝一，

I有エヅの諸氏に対し深謝の意を表する。

材料と方法

1.供試品種，男爵薯(早生)，農林l号(晩生)

2.種いも， 1谷光催芽 3週間，大きさ半切で60-

100 gのもの。

3.植付期， 1971年 4月28日

4.植付の深さ， 5cm， lOcmの3段階，ただ

し植溝の深さ。

5.栽植宮、度，畦巾 75cm，株間 40cm。

6. 1illinE， 10 a当リ N7 kg， P zOsllkg， K20 9 

kg， Mg03kg，北海道標準粒状尿素複合肥料によ

る全量植溝基肥。

7. 1区面積， 3.75 m ( 5畦)x 8 m (20株)=
30 m2 

8.区制，乱塊法3反復。

9.耕種j去，開花始の約 1週間前にあたる 6月

18日に株ぎわで約 6cmとなるように培土を行

う。他の耕種法は慣行法による。

10. 調査， 6月9日から 2週間ごとに各区 3株

ずつ掘取り，葉，地ヒ茎，根(地下茎，ストロン

を含む)および塊茎の部位別に生重と乾物重を測

定，ほかに葉面積の算出と塊茎のテンブン価測定

を行った。また収穫期には塊茎を個別に，着生の

深さ，株中心からの距離，塊茎の長さと)手さおよ

び重量を測定した。なお男爵警のlOcm区につい

ては 10株を対象として塊茎着生の深さと重量の

測定後，番号を付け比重液法によリ全塊茎のデン

プン価を決定した。

33 

結果と考察

1.生育

地上部の一般生育調査の結果は両品種とも株当

茎数を除き有意差がなかったので図示することを

きけ，主要な点について表 1に示した。

地表萌芽期は両品種とも深植ほどおくれる傾向

があり，その影響は開花期まで/えんでいるようで

あるが有意差はなかった。また草丈も同様に深植

ほど抑制されている傾向が認められるがこれも有

意な差ではなかった。株当茎数だけは両品種とも

15cm区が他の 2区に比し有意に少ない結果がえ

られた。これは掘取りの過程で知られたことであ

るカ¥15cm区の場合，塊茎から出芽しながら地表

に到達しえないものが多く認められた。このこと

は深植のため遅れて出芽したものほどリ郎、生長の

jJ[J制をうけたものと考えられ，前記諸形質の場合

もその影響をうけているものと考えられる。

図 1は全乾物重の推移である。 2品種ともほぼ

直線的に増加する経過を示したが，区間には有意

差が認められなかった。しかしいずれの時期も 15

cm区が他の 2区に比し劣っていた。主幹栽培品

種の場合 7月下旬以後は塊茎の占める割合が大

となる。したがって地上部の生育開始の差と，前

報17)Iこ述べた茎数を異にする株の生育の差異か

ら推定されるところの，深植による一様な茎数減

少が，地上部生長の展開に抑制的にはたらさ，こ

れが塊茎肥大にも影響を及ほ、していると考える。

図2は葉面積指数の推移であるが 2品種とも

7月下旬から 8月上旬にかけての 3.5-4.1のI

Table 1. Planting depth and growth of crops 

Planting Plantiog Planting Number of Plant Plant to to Var d巴pth emergmg flowering stalk height height 
(cm) (day) (day) per hill (June 23) (Aug.4) 

5 27.6 58.1 3.4 38.4 94.3 

Danshakuimo 10 28.7 58.8 3.2 36.8 91.0 

15 30..3 60.6 2.5 33.3 87.0 

5 27.3 58.5 4.5 40.2 102.0 

Nδrin No.l 10 27.9 58.9 4.2 39.9 97.7 

15 30.5 61.4 3.3 36.0 94.6 
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21¥占隠とも生育初期!の最も高い約lOg/m
2
/ 日

から急速に低下する一般的傾向を示した。しかし

農林l号において 9月に再び高L、値がえられた。

生育後期に晩生品種でこのようなi'，晶、値をえられ

ることは本研究の第 2報13)にも一部認められた

が，この原It;)については明確でなく，本研究の第

5報15)でぬった茎部に岳積された炭水化物の塊

茎への転流が関係しているかもしれない。 l正問差

はいずれの時期も有意でなしまた全乾物重と菜

面積指数で認められたような一般的傾向もなL、。

っさに図 4に収量生長速度 (CGR)を示した O こ

れは品種の差がきわめて特異で、あった。すなわち

男爵薯では 7月に入って葉面積指数が 2.0あるい

はそれを超えるようになって約 15g/m2/ 日の

高い値をとるようになりそれが8月中旬まで持続

した。しかし農林 l号ではこのような高い値を示

したのは 7月中旬から 8月上'11)までの短期間で 8

月中旬に低下しさらに 9月に入って再び上昇する

という推移であった。これは慌夏の高気品 Fにお

けるjJIl制と令i京期を再び迎えでの促進とを現わ

していると考えられる。しかしながら区間差は明

確でなかった。

2.塊茎着生分布

図5は塊茎重の推移であるが例年のとおり，

爵薯が農林1号に比しやや早く肥大を開始し，

の後の増加もやや大であった。そして全乾物重に

おいて認められたと同様に，相付が深いほど肥大

がJJIl制される傾向を示したが，区間差は有意で、な

また図 6はデンブン価の推移を示したも
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2. Changes of leaf area index， symbols ar巴th巴

same with Fig. 1 
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かった。

期以後衰退した。これは例年に比較して男爵薯て

は葉面積の拡大と維持が良し農林l号では大差

ない結果である。そして最大期までは深植ほど低

L、値で経過し，その後は男爵薯で同様に低く経過

したのに反し，農林 1¥号では逆に深植ほど高い値

で経過し，あたかも生育が遅延したような結果を

示した。しかしこれらは L、ずれも有意な差ではな

かった。同 3は純|司化率 (NAR)の推移である。
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図 7と図 8は収穫期に着生分布について調査し

た全塊茎の深さと重量の関係を示したものであ

る。なお株ぎわで6cmの当初の培土は，収穫期に

平均約 3cmと半減した。したがって塊茎着生分

布の結果は各植付の深さに 3cmを加えたところ

が表層と考えてよい。まず2品種に共通している

点をあげるとつぎのようである。 1.3cm以内に

は200gをこえる大粒のものがない。 2.大粒の

ものは 6-9cmの層に多L、。 3.深惜となるほど

着生分布は深層へ広がる。 4. その広がりは1'11に

なる方向と小粒化する方向とからなる。これらの

ほか品種では男爵薯で区間差が比較的明らかで，

深植となるほど重い方向へ広がること，農林 I号

では 5cm区の分布が比較的大きく区間差は男詩

警はど明らかでないことが認められる。極く大粒

のものが5cm区よりは他の深植区で比較的多い

のは，深植ほど株当茎数が少しこれが塊茎数に

影響し，一方では塊茎収量が大差なかったことに

よるといえる。このような搾茎着生分布を数と重

量についてきらに詳細にするため，深さの段階別

に示したものが図9および図 10である。男爵薯の

場合は 5cm区において明らかな単頂曲線的分布

型が認められる。続いもの位置は約 8cmである

から，塊茎数および塊茎重の両者とも表層から種

いもまでの中間点にあたる 4cmの層を頂点とし

て上下層にほぼ均等に分布した。ただ塊茎重では

やや表層に片'tTる傾向がある。また種いもよ 1)深

30 
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6， Changes of starch content ; symbols are th巴

same with Fig. 1 
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5. Changes of tuber yield ; symbols are the 

same with Fig. 1. 
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のであるが。肥大開始期における 7%前後の低い

値から， '1ぽ直線的に徐々に上昇し，収穫期には
男爵薯で約 14%，農林l号は同じ L昇の延長線上

をさらに進み約 16%に達した。区間差はほとんど

なし農林l号の 15cml主がやや低く経過する傾

向がみられるだけであった。
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7. Relation between tuber weight and position of tuber in ridge ; position of 

tuber indicate the distanc巴fromthe soi 1 surfac巴tothe center of tuber. 6 hills 

of each plot in var. l?anshakuimo.口5cm，・ 10cm and 0 15cm 
Fig. 
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Fig. 10. Planting d巴pthand distribution of tuber weight ; var. Norin No. 1， the posi 

tion of tubers indicate the distance from the soil surfac巴 tothe center of 

tuber.一一一一5，ー 10 and一一→15cm.

し、層には着生が少い。これに対しlOcm区では数 cm区で 6cmのところ， lOcm区で 8cmのとこ

も重量も最大値は深層の 6cmのところに見出さ ろに見出され，いずれも分布型が明確である。こ

れる。しかしこれも種いもの深さ約 13cmの中聞 のことは農林l号が男爵薯に比較して植付深度の

点にあたる。そして 5cm区に比較して分布は分 影響をうけにくいことを意味していると考える。

散するが基本的には類似する型をとる O しかし 15 つぎに図 11は男爵薯のlOcm区における塊茎着

cm区では数も重量も明確な頂が認められなくな 生の深さと重量とテンブン価の関係を示したもの

1)，18cmにわたって広い分散型となる。一方農林 である。本研究の第7報16)において塊茎の重量と

1号では分布の頂が男爵警に比してやや深く 5 テンプン価の関係について検討し，大粒のものは

16 16 



100 

50 

38 

(
=
=
て
は
)
=
-
町
岡
山
w
注
』
。
』
コ
ト

¥¥"¥¥.C:て.i
.¥)e¥'" 

15 

15 
~たゴ-2

。

2 

。

100 

。

200 

=
三
』
む
《
】
」
。
』

2
』。

Lω
』
E
2
2

三坦
E
〉

》

』

ω』
2
z
d
ο
2

11. Relations among depth of tuber， tuber weight and starch content ; var. 

Oanshal王uimo，depth of planting， 10 cm， the depth of tubers indicate the 

vertical distance from soil surface to upside of tuber 

Fig. 



占有穏ならびに時期の平均テンブン価に近い価をも

ち，小粒のものは極的て広い範囲にデンプン価が

分散することを報告し，この小粒塊茎の発達の経

過とデンプン121;積についての疑問が残された C ま

た同じく第 10報17)において株当茎数が4本以 1~ 

となる場合，株内の茎間競合によって弱勢の茎に

は大粒に発達する塊茎が認められなL、ばかりでな

く，デンプン価が比較的低いことを報告し、株内

におけるデンブン価の変動が，茎数および塊茎数

の多いことに基くことを示唆した。ここではさら

にこの点を塊茎の着生の深さとの関連において検

討したものである。ただし図7-10における塊茎

の位置(地表から沈茎 1--表面までに塊茎のりさの

半分を加えたもの)と異 l人地表から塊茎一|夫前i

までで示した。これによるとかt茎重は図9で見出

されたと同様に 6cmまでに多く分布し. 2cmま

でで 194%. 2-4cmに29. 7%. 4 -6 cmに

321%で計 81.2%を占めた。そして残リのものが

12cmまでにわたって分布した。さらに 8cmの範

囲まではデンプン価別重量分布が，この材料の平

均デンプン価である 15%にいずれも最大値で見

出され.テンプン価の変動も比較的小であること

が特徴的である。もう一つの特徴は深層となるほ

どデンプン価の低L、方への広がりが大となり，そ

れらこそが極めて小粒であることである O 塊茎数

の分布も同様のことがいえる O すなわち 2cmま

でに 13.3%. 2 -4 cmに24.7%. 4 -6 cmに
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24.7%で計 6cm までに 62.7% を I~ める。しかし

この比率が塊茎重に比較しでかなり低し塊茎数

が決定する時期すなわち 6月下旬にはかなリ平均

的に分布していたものが，肥大の過程で表層にj!I

L、方に集中的となったことを示唆する。これをい

いかえれば深層に形成された塊茎は発達が抑制さ

れていることになる。さらに平均塊茎重をみると，

6cmの深さまでは平均デンプン価を中心として

比較的広い範囲のテンプン価で肥大のよい塊茎が

認められるが，それより深層では極めて一部分の

塊茎のみ発達していることがわかる O これらのこ

とは前述した第7報で残された小粒で低テ、ンブン

価のまま収穫期を迎える塊茎についての疑問に，

その多くは深層に形成されたもので肥大ならびに

主J積の両面とも抑制されたものであることを説明

していると理解される。図 12はストロンの長さす

なわち株中心からの距離と塊茎の深さおよび重さ

の関係である。これによると宛茎の大部分が着生

する 6cmの深さまでは料、中心に比較的近いとこ

ろに頂があ 1).長く生長したストロンを含むこと

がわかる。そして深層に向ってしだいにストロン

の生長が劣る傾向をポした。

=^ 
自問 議

一般生育にlえはす柏付の深さのお響は株当茎数

を除き明確ではなかった。このことは前述した過

去の研究結果と異るところで，土壌が重粘て13官

10/12/14/16 /18 
Length of stolon (cm) 

Fig. 12. R巴lationsamong depth and weight of tub巴rand length of stolon 
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であるとか，地温が低過ぎるとか水分か問題にな

るような劣悪な条件でいない限 1)有意差を生ずるよ

うな要因ではないことを示唆している。地表に萌

芽するに要する日数は深植ほど遅れる傾向を示し

たが有意差がなしその結果としてその後の生育

も多少考察の余地はあったが明確な差を示さな

かったと解される o ただ株当茎数は明らかに深植

によって減少し，塊茎数と平均塊茎重に二次的に

影響し，塊茎着生分布を特徴づけたといえる O

Kouwenhoven， J K. (1970) 9)は地表萌:芽の遅速が

地温と土壌水分によって左右され，深植の場合に

好結果がえられる要因としての重要性を認めてい

る。しかし本試験の範囲では好結果がえられない

ばかリでなく深植による抑制的影響も認められ

た。これは年次によって植付期前後の水分不足に

よる萌芽不良もあることから一概にいえないかも

しれない。

地上部の生育は植付の深さによる影響が顕著で、

なかったが。品種の特徴を現わす2，3の現象が

認められた。すなわち男爵薯では夏季高温期に

向って光合成能力 (NAR)がしだいに低下したま

ま枯凋したが，農林 l号は前者と類似する経過の

後 9月に再ひ活発に乾物生産を続けた。塊茎の

肥大は初期から男爵薯が農林 l号に比してよし

男爵薯の枯凋期にあたる 8月下旬には大差がある

が，その後の農林 1号の肥大は著しいものがあり

最終的には農林 1号がはるかにまさった。またデ

ンブン価の推移は 2品種とも同一直線 tを上昇し

た。このようにしてほとんど区間差がなく行われ

た乾物生産と若干責であったが，塊茎の着生分布で

は明らかな差が認められた。

深植となるほど塊茎着生分布が深層へと広がる

のは当然であるが、重量分布は比較的浅植の場合

にみられた浅い層に集中的な型と異 1)，広い範囲

に分散する型となった。これだけの結果では深い

層に形成された塊茎L 量と質(ここではデンブ

ン価)の両面とも順調に上昇をつづけたとみられ

るが，塊茎を個別にデンブン価を測定することに

よって，深層ほど肥大生長が抑制されているばか

りでなくデンブン議干責についても劣っていること

がわかる。本試験の範囲内ではテンプン価の区間

差が有意ではなかったが，植付ーの深さと培土のぽ

さが深すぎた場合，平均デンブン価が低下するこ

ともあり得る。 i采植は塊茎着生分布か1菜い方へ広

がるから紙化塊茎の発生率を低下しうることは明

らかであるが， Ivin， J D.ら(1958)6)も認めてい

るようにlOcm以七の覆土は塊茎数の減少と肥大

生長の抑制に伴う減収に結びつく可能性も大であ

ろう。

植付の深さに対する反応、が品種によって異るこ

とは，生育ばかりでなく塊茎の着生分布について

もいえる。男爵薯は植付の深さが異ると着生分布

も段階的に明らかな差が認められた。しかし農林

1号では前者ほど区間差が明らかでなく，比較的

安定性のあることを示した。いずれにしても供u¥'.

2品種は生育収量ともに植付ーの深さの影響力、少

し塊茎の重量分布型が異ると L、う結果となった。

しかしながら本試験の場合は培土が1回で， しか

もその量がI段階であることと。深層の塊茎は肥

大とテ、ンフ。ン蓄積か抑制される状態にあったことか

ら J音土の効果とくに培土量が塊茎の肥大とテン

プン蓄積に及ぼす影響についてさらに検討する必

要があると考える。

摘要

パレイショの植付の深さが生育ならびに塊茎の

着生分布に及ぼす影響について，主幹2品種を用

い，植付の深さ 5，10および15cmの3段階に

よって試験した。結果の主なものはつぎのとお 1)

である。

1 .植付が深くなるほど萌芽まで日数は長くな 1)，

その後の生育もおくれる傾向を示したが有意差で

はなかった。LAI，NAR， CGRについても明確な区

間差はえられなかった。しかし株当茎数は深植ほ

ど有意に少なかった。

2.塊茎数と塊茎重の深度分布は， 5cm区におい

て覆土の深さの中心点にあたる位置に最大値がみ

られる正規分布に近い型を示したが、深植となる

ほど広く姐に分布し最大値が明らかでない型と

なった。

3.深い層に形成された塊茎は，肥大が抑制され

るばかりでなく，デンプン含有率も低いものが多
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し したがってデンブン含有率の変動がきわめて

大きい

6. Ivins， ]. D. and V. ]. Montague Emp.]. Exp. 

4. このような植付の深さに対する塊茎着生分布

の反応、は，品種によって異 1)，男爵薯は適応性が

大であり，農林 l号は比較的安定性が高いといえ

る。
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Physio-ecological studies on potato plant 

XII. On the depth of planting and the distribution of tubers 

Minoru Yoshida 

(Department of Agronomy， Faculty of Agriculture， 
Hokkaido University， Sapporo， Japan) 

SUMMARY 

A study was made with two cultivars (Danshakuimo and Norin No. 1) on the effect of planting depth 

(5， 10 and 15 cm) and the location of tubers in the ridge， tuber weight and starch content at harvest. 

R巴sultsobtained wer巴summarizedas follows_ 

1. The deeply planted tubers emerged later and reatrded more or less further development， but 

indicated nonsignificant difference. Parameters of growth analysis ; LAI， NAR and CGR， in r巴lationto the 

planting depth also indicated nonsignificant differ巴nce. However， th巴 numberof stalks per hill from 

deeply planted tubers (15 cm) r巴ducedsignificantly than the shallowed planted potatoes. 

2. Although the shallowed planted tuber (5 cm) represented nearly normal distribution of tuber weight 

which have maximum weight on the middle of th巴soilcovering， as the depth of planting deeper the 

distribution widely coarser 

3. Most of tubers formed at deep posi tion were controlled both the development of tuber bulking and 

the accumulation of starch. Therefore， the starch content of tubers at th巴deeplay巴rof ridge extended 

widely. 

4. Above mentioned reactions on the tuber distribution of planting depth differed from varieties 

Danshakuimo showed comparatively precise r巴actionand flexible characteristics， on the other hand， Norin 

NO.1 was characterized by a stability on the factor of this kind. 


